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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学 
キーワード：身体，自己概念，自尊感情，発達，変化 
 
１．研究計画の概要 
本研究では，こころの健全な発達を促す身

体活動の意義やあり方について，自尊感情や
自己概念（主に身体的自己概念）の観点から
とらえようとするものである．具体的には，
自尊感情の発達や自己概念の変化において，
どのようなメカニズムで身体に関する自己
概念が影響するのか，そして，どのような身
体活動や体験が変容のメカニズムに影響す
るするのかについて考察することを目的と
している． 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 小学生を対象とした通学合宿を開催し，
その期間中の前後，および，合宿終了 1
ヵ月後にも自尊感情，自己概念のテスト
を実施し，それらの変化を測定した。こ
れについては，複数年継続的に実施して
いる。 

(2) 長期キャンプに参加した小・中学生を対
象として，長期キャンプ期間中，および，
合宿終了 1ヵ月後にも自尊感情，自己概
念のテストを実施し，それらの変化を測
定した。 

(3) 高齢者運動教室参加者の自尊感情，自己
概念，体力テストを実施し，これらの関
係について分析した。 

(4) キャンプ指導者を対象として，キャンプ
前後，および，合宿終了 1ヵ月後にも自
尊感情，自己概念のテストを実施し，そ
れらの変化を測定した。また，インタビ
ューから，自己概念や自尊感情の変化に
影響する要因を整理し，変容プロセスを
モデル化した。 

 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に研究を進めることが出来

ている。ただし，調査したものの，論文や学
会発表といった形で公表できていないもの
もあるので，今後，論文等にまとめて公表し
たい。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
研究計画最終年度となる本年度では，専心

的にスポーツに取組んでいる人（スポーツ選
手）を対象として，自尊感情や自己概念の変
容に関係する要因について，追跡的に探りた
い。 
また，使用する尺度についても，適切なも

のになっているのか，改めて検討したい。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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